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日
本
共
産
党
南
丹
・

京
丹
波
事
務
所
が
行
っ
た

「
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に

よ
る
と
、「
生
活
が
苦
し

く
な
っ
た
」
と
回
答
し
た

人
が
76
％
、
南
丹
市
に
お

い
て
も
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
人
は
3
2
5
人

（
人
口
の
9
％
）
に
増
え

て
い
る
。

国
保
税
や
介
護
保
険
料

の
増
額
、
さ
ら
に
は
老
年

者
控
除
の
廃
止
や
定
率
減

税
の
削
減
な
ど
に
よ
っ

て
、
わ
ず
か
年
収
2
0
0

万
円
の
高
齢
者
が
非
課
税

か
ら
課
税
に
な
り
、
大
幅

な
負
担
増
と
な
り
悲
鳴
を

上
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
状
況
に
つ
い
て
、
ど
う

認
識
し
て
い
る
か
。

緩
や
か
な
景
気
回

復
が
続
い
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
実
感

が
な
い
ば
か
り
か
、
さ
ら

に
厳
し
い
状
況
に
陥
っ
て

い
る
。
税
の
問
題
な
ど
、

厳
し
い
状
況
が
高
齢
者
を

中
心
に
昨
年
多
発
し
た
こ

と
は
事
実
で
あ
る
。

昨
年
12
月
に
行
政
改

革
の
指
針
が
示
さ
れ
た

が
、
住
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
や
負
担
が
増
え
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。
特
に
生
活
弱

者
へ
の
支
援
策
は
充
実
こ

そ
す
れ
、
削
減
は
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
と
考
え
る
が

市
長
の
見
解
は
。

5
月
末
ま
で
に
数

値
目
標
も
含
め
た
実
施
プ

ラ
ン
を
作
成
す
る
。
そ
の

中
で
、
見
直
す
べ
き
は
見

直
し
、
改
め
る
べ
き
は
改

め
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は

住
民
に
示
し
、
意
見
を
賜

る
。

合
併
前
に
は
「
合
併

す
れ
ば
財
政
は
安
定
す

る
」
と
説
明
し
て
き
た
が
、

基
金
（
貯
金
）
を
取
り
崩

さ
な
い
と
予
算
が
組
め
な

い
状
況
で
あ
る
。
こ
の
ま

ま
推
移
す
れ
ば
、
財
政
危

機
に
陥
る
と
考
え
る
が
、

市
長
の
認
識
は
。

厳
し
い
と
認
識
し

て
い
る
。
財
政
健
全
化
計

画
を
作
成
し
、
効
率
化
を

図
る
。美

山
診
療
所
は
住
民

に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な

い
医
療
機
関
で
あ
る
。
住

民
の
命
と
健
康
を
守
る
こ

と
は
、
行
政
の
基
本
的
な

使
命
で
あ
る
。

公
設
民
営
の
診
療
所
と

は
い
え
、
医
師
・
看
護
師

の
確
保
・
経
営
支
援
な

ど
、
南
丹
市
と
し
て
の
し

っ
か
り
と
し
た
援
助
策
が

求
め
ら
れ
る
と
考
え
る

が
。

地
域
住
民
の
医
療

確
保
の
た
め
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
重
要
な
施

設
。
し
か
し
、
運
営
が
安

定
し
な
い
と
継
続
は
困
難

に
な
る
。
適
正
な
運
営
が

で
き
る
よ
う
役
員
と
の
検

討
を
重
ね
て
い
た
だ
き
、

そ
の
内
容
を
充
分
ふ
ま

え
、
市
と
し
て
も
協
力
し

て
い
き
た
い
。

問

問

国
保
税
な
ど

負
担
増
を

ど
う
認
識
す
る
か

生
活
弱
者
へ
の
支
援
策
は

市
長

市
長

の
増
加
、
一
方
、
人
件
費

な
ど
の
一
層
の
効
率
化
、

事
業
の
適
正
化
な
ど
に
よ

り
、
改
善
要
因
も
考
え
ら

れ
る
が
、
次
年
度
以
降
の

財
政
見
通
し
に
つ
い
て
見

解
を
伺
い
た
い
。

地
方
自
治
体
に
対

す
る
税
源
移
譲
や
、
新
型

本
年
度
一
般
会
計
当

初
予
算
に
お
け
る
自
主
財

源
比
率
は
、
約
32
％
で
あ

り
、
特
に
、
財
政
調
整
基

金
12
億
5
0
0
0
万
円
の

取
り
崩
し
を
見
て
も
、
次

年
度
以
降
の
財
政
状
況

は
、
一
層
の
厳
し
さ
が
予

測
さ
れ
る
。

旧
町
よ
り
の
大
型
継
続

事
業
の
完
了
、
複
線
化
負

担
金
の
軽
減
、
企
業
進
出

市
長

交
付
税
の
導
入
、
自
主
財

源
の
動
向
な
ど
、
財
政
予

測
に
は
一
層
の
不
透
明
感

が
あ
る
。

今
後
、
自
主
財
源
の
積

極
的
な
確
保
策
や
、
行
財

政
改
革
の
具
体
的
な
推
進

に
よ
り
財
政
の
健
全
化
を

図
り
た
い
。

当
然
、
人
件
費
な
ど
の

義
務
的
経
費
の
効
率
化

は
、
最
重
要
課
題
で
あ
り
、

職
員
の
定
数
問
題
と
併
せ

適
正
に
対
処
し
て
い
き
た

い
。

土
地
先
行
取
得
事
業

に
係
る
、
長
期
遊
休
土
地

の
存
在
は
、
市
の
財
政
圧

迫
の
一
大
要
因
で
あ
る
。

支
払
い
利
息
だ
け
で
も
計

1
億
円
近
い
土
地
も
あ

り
、
用
途
設
計
を
変
更
し

て
も
、
立
地
条
件
や
諸
般

の
状
況
に
よ
り
、
早
期
処

分
で
き
な
い
土
地
が
、
か

な
り
の
面
積
で
存
在
す

る
。財

政
負
担
軽
減
の
一
方

策
と
し
て
、
今
後
、
市
が

施
行
す
る
公
共
事
業
に
活

用
で
き
な
い
か
、
市
長
の

見
解
を
伺
い
た
い
。

土
地
の
先
行
取
得

に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画

事
業
、
企
業
誘
致
事
業
な

ど
、
当
時
の
事
業
推
進
計

画
に
基
づ
き
、
土
地
開
発

公
社
と
債
務
負
担
行
為
を

市
長

設
定
し
た
。

結
果
的
に
は
、
当
初
の

計
画
ど
お
り
事
業
が
進
展

せ
ず
、
長
期
遊
休
土
地
が

現
存
し
、
財
政
圧
迫
の
要

因
に
な
っ
て
い
る
。
行
財

政
改
革
の
な
か
で
、
早
期

売
却
や
市
の
公
共
事
業
に

活
用
で
き
な
い
か
精
査

し
、
財
政
の
効
率
化
に
向

け
早
期
に
対
応
し
た
い
。

市
民
と
の
協
働
意
識

の
高
揚
の
た
め
、
各
予
算

の
成
立
後
、
諸
般
の
状
況

を
十
分
考
慮
さ
れ
、
行
政

懇
談
会
を
ぜ
ひ
開
催
さ
れ

た
い
と
望
む
が
、
市
長
の

見
解
を
伺
い
た
い
。

市
の
広
報
や
情
報

公
開
、
市
民
と
行
政
の
協

働
面
か
ら
も
、
行
政
懇
談

会
の
開
催
は
、
重
要
な
課

題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
多
く
の
方
々
が
参
加

で
き
る
方
策
を
検
討
し
、

次
年
度
よ
り
実
施
し
て
い

き
た
い
。

問

問
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財
政
危
機
の
認
識
は

遊
休
土
地
の
活
用
を

問

問

問市
長

行
政
懇
談
会
の
開
催
を

美
山
診
療
所
へ
の

援
助
策
は

丹政クラブ

吉田　繁治 議員

日本共産党・住民協働市会議員団

高野　美好 議員

平成20年度完成予定の山陰本線複線化工事

地域医療を支える美山診療所

高
齢
者
を
中
心
に

厳
し
い
状
況
で
あ
る

市長

市
長

市
長

厳しい財政　
次年度以降の
見通しは

自主財源の確保や
行財政改革で市長


